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文
献
調
査
対
象
の
設
定

こ
の
よ
う
な
性
質
の
調
査
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
対
象
を
明
確
に
設
定

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は

じ
め
に
、「
人
生
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に
働
く
」

と
い
う
状
態
を
、
学
術
用
語
に
“
翻
訳
”

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ

で
、タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
「
効
用
」

と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
調
査
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。
も
っ
と
も
、「
効
用
」
と
い

う
用
語
は
文
脈
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る

意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿

で
は
「
旅
行
を
実
施
し
た
後
に
生
じ
た
、

好
ま
し
い
結
果
の
こ
と
」
と
定
義
し
た
。

右
記
の
定
義
を
踏
ま
え
る
と
、「
効
用
」

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
存
在
す
る
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、
効
用
を

﹃
旅
の
力
﹄と
名
付
け
、５
つ
の
効
用
が
存

在
す
る
と
整
理
し
て
い
る（
表
１
）。こ
こ

で
は
、こ
の
う
ち﹃
教
育
の
力
﹄、
す
な
わ

ち
教
育
的
な
効
用
に
焦
点
を
当
て
た
。
理

由
は
、
若
年
時
の
旅
行
と
の
関
連
が
強
い

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、「
若
者
」
や
「
若
年
時
」
が
い
つ

を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
の
調

査
や
、
学
問
分
野
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
捉
え
ら
れ
方
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
な

り
広
め
の
範
囲
を
取
り
、「
６
歳
～
20
歳

代
」
を
若
年
時
と
定
義
し
た
。

さ
ら
に
、「
旅
行
」
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

・
個
人
で
実
施
す
る
観
光
旅
行
（
団
体

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
利

用
を
含
む
）

・
組
織
が
募
集
す
る
団
体
旅
行
（
修
学

旅
行
な
ど
）

の
い
ず
れ
も
調
査
対
象
に
設
定
し
た
。

行
き
先
は
、
国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、

対
象
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
旅
行
期
間

の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
特
に
制
限
を
設
け

一
般
的
に
、
多
感
な
若
い
時
期
に
実
施

し
た
活
動
は
、
そ
の
人
の
人
生
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、「
旅
行
」
は
経
験
し
た
ほ
う

が
よ
い
こ
と
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
仮
に
「
若
い
う
ち
に
や
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作
成
す
る
と
し
た
場

合
、“
旅
行
”
が
リ
ス
ト
の
中
に
入
っ
て

く
る
割
合
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
い
う
ち
に
旅
行
を

実
施
し
た
こ
と
が
、
本
当
に
人
生
に
対
し

て
プ
ラ
ス
に
働
く
の
か
？ 

ま
た
、具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
側
面
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に

働
く
の
か
？ 

と
い
う
よ
う
な
疑
問
に
つ

い
て
、
科
学
的
な
視
点
か
ら
の
整
理
が
十

分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
、
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
・
立
教
大
学
観
光
学
部
に

よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
注
１
）
の

中
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
学
術
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
文
献
調
査
を
行
い
、

研
究
の
動
向
を
分
析
し
た
。
本
稿
で
は
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
き
た
い
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
日
本
人
の
旅
行
の
量
的
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。２
０
０
０
年
代
の
中
盤
以
降
、「
若
者
の
旅
行
離
れ
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
、
若
年
層
の
旅
行
需
要
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
庁
を
は
じ
め
と
し

た
各
関
係
機
関
、
企
業
な
ど
に
お
い
て
、
若
年
層
の
旅
行
需
要
喚
起
に
向
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若
年
時
に
お
け
る
旅
行
の
効
用
に
関
す
る

研
究
動
向 
―
―
教
育
面
を
中
心
に

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
研
究
員

外
山  

昌
樹

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
学
術
的
な
観
光
研
究
の

分
野
を
見
て
み
る
と
、
今
回
の
共
同
研
究
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、
旅
行
自
体
の
効
用
に
関
す
る
研
究
は
途
上
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今

後
、
学
術
分
野
で
も
多
角
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
中
で
、
当
財
団
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

226観光研究レビュー.indd   56 2015/07/02   17:36



57 観光研究レビュー◉若年時における旅行の効用に関する研究動向——教育面を中心に

な
か
っ
た
。
な
お
、
留
学
（
短
期
留
学
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
に
含
め
な
い
こ

と
と
し
た
。

文
献
探
索
の
進
め
方

前
節
で
設
定
し
た
条
件
に
当
て
は
ま
る

文
献
を
見
つ
け
出
す
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
方
法
を
採
用
し
た
。

ま
ず
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
献
（
以

下
、
国
内
文
献
）
に
つ
い
て
は
、
主
要
な

論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「Google 

Scholar

」「CiN
ii（

国
立
情
報
学
研
究
所
）」

「
Ｊ–

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
科
学
技
術
振
興
機
構
）」

を
対
象
に
、「
旅
行 

効
用
」「
旅
行 

教
育

効
用
」
と
い
っ
た
複
数
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
行
っ
た
。

英
語
で
書
か
れ
た
文
献
（
以
下
、
海
外

文
献
）
に
つ
い
て
は
、
若
年
時
に
限
定
し

て
い
な
い
も
の
の
、
旅
行
に
よ
っ
て
生
じ

る
教
育
的
な
効
用
全
般
に
つ
い
て

既
に
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
た
論
文

（
注
２
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、

同
論
文
の
引
用
文
献
や
被
引
用
文

献
な
ど
を
調
べ
、
今
回
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
文
献
を
抽
出
し
て

い
っ
た
。
海
外
文
献
は
膨
大
な
数

に
上
る
た
め
、
論
文
の
場
合
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
学
）
系
の
学

術
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を

抽
出
対
象
と
し
た
。

最
後
に
、
国
内
文
献
・
海
外
文

献
と
も
に
、
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
採
用
し
て
い
る
文
献（
ア
ン
ケ
ー

ト
・
実
験
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

の
方
法
に
よ
り
調
査
を
実
施
し
、

何
ら
か
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い

る
も
の
）
を
抽
出
対
象
と
し
た
。

研
究
の
傾
向
分
析

文
献
探
索
を
行
っ
た
結
果
、
比
較
的

多
く
の
文
献
が
存
在
す
る
こ
と
が
見
え
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
代
表
的
な
14
の
文
献

を
抽
出
し
、
全
体
の
傾
向
分
析
を
進
め
た

（
表
２
）。

最
初
に
、
文
献
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
学
術
論
文
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
た
。
調
査
レ
ポ
ー
ト
は
、
全
米
旅
行

産
業
協
会（
表
２ 

番
号
１
）や
国
際
学
生

旅
行
連
盟（
表
２ 

番
号
10
）に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
た
も
の
が
該
当
す
る
。

個
々
の
調
査
条
件
に
着
目
す
る
と
、
多

く
の
文
献
で
は
、
若
年
層
自
身
が
、
過
去

に
実
施
し
た
旅
行
を
調
査
対
象
に
設
定

し
て
い
た
。
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
学
生

か
ら
大
学
生
、
20
代
中
盤
に
至
る
ま
で
満

遍
な
く
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い

年
代
に
お
い
て
効
用
が
生
じ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
文
献
に
よ
っ
て
は
、
家
族

で
実
施
し
た
旅
行
に
お
い
て
子
ど
も
に
生

じ
た
効
用
を
調
べ
る
た
め
に
、
親
を
調
査

対
象
と
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た（
表
２

番
号
３
・５
）。
そ
の
た
め
、
若
年
層
が
調

査
対
象
者
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
含
ま

れ
て
い
た
。

旅
行
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
文
献
内
で

明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
け
ば
、
海

外
旅
行
や
、
団
体
旅
行
を
対
象
に
検
討

し
た
も
の
が
相
対
的
に
や
や
多
い
結
果
と

な
っ
た
。
研
修
旅
行
・
修
学
旅
行
と
い
っ

た
学
習
色
が
強
い
旅
行
だ
け
で
な
く
、
楽

し
み
を
目
的
と
し
た
旅
行
に
よ
っ
て
も
効

用
が
生
じ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

文
献
で
質
問
紙
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
が
利
用

さ
れ
て
お
り
、
調
査
対
象
者
本
人
の
主
観

に
基
づ
く
評
価
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
場
合
は
、「
あ
な
た
は

旅
行
に
よ
っ
て
○
○
○
（
例
：
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
が
向
上
し
た
と
思
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
文
に
つ

い
て
、
回
答
者
に
５
段
階
評
価
（
そ
う
思

う
、
や
や
そ
う
思
う
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
、

や
や
そ
う
思
わ
な
い
、
そ
う
思
わ
な
い
）

の
い
ず
れ
か
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
択
し

て
も
ら
っ
た
り
、「
は
い
／
い
い
え
」
の
２

択
で
選
択
し
て
も
ら
う
よ
う
な
形
を
と
っ

て
い
る
の
が
一
般
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。

多
く
の
文
献
で
は
、
こ
れ
ら
の
回
答
を

得
点
化
し
た
数
値
デ
ー
タ
に
対
し
て
統
計

解
析
を
行
う
こ
と
で
、
効
用
が
生
じ
た
か

ど
う
か
を
確
か
め
て
い
た
。
定
性
的
な
調

表１  『旅の力』

『旅の力』について、私達は次のような5つの効果・効用を考えています。
色々な国や地域の歴史、自然、伝統、芸能、景観、生活などについて学び楽
しみつつ、それらの発掘・育成・保存・振興に寄与できる
『文化の力』
国際あるいは地域間における相互理解、友好の促進を通じ、安全で平和な
社会の実現に貢献できる
『交流の力』
旅行・観光産業の発展による雇用の拡大、地域や国の振興、貧困の削減、環
境の整備・保全など、幅広い貢献ができる
『経済の力』
日常からの離脱による新たな刺激や感動、遊・快・楽・癒しなどを通じ、から
だやこころの活力を得、再創造へのエネルギーを充たす
『健康の力』
旅による自然や人とのふれあいを通し、異文化への理解、やさしさや思いや
り、家族の絆を深めるなど、人間形成の機会を広げる
『教育の力』

出典：一般社団法人日本旅行業協会（JATA）ホームページ
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表2 抽出された文献一覧

グ
ル
ー
プ
Ｃ

自
国
の
歴
史
文
化
に

関
す
る
理
解
の
促
進

グ
ル
ー
プ
Ｂ

異
文
化
理
解
の
促
進

グ
ル
ー
プ
Ａ

仕
事
を
す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
能
力
の
向
上

アンケート

アンケート

インタビュー

アンケート

アンケート

旅行記の内容
分析、アンケ
ート

インタビュー、
アンケート

アンケート

インタビュー、
著者自身によ
る観察内容の
分析

アンケート

アンケート

テキストマイ
ニング

アンケート

アンケート

調査方法

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12～18歳時に
体験した歴史
や文化に触れ
る国内旅行

2年以内に
実施した
海外旅行

国内旅行

家族旅行
（国内・海外

問わず）

ハワイ・グア
ム・サイパン
への家族旅行

格安の宿泊施
設を利用した
4週間以上の
旅行

主に格安の宿
泊施設やバッ
クパックを利
用した一人旅

シンガポール
への海外修学
旅行

ボランティア
活動を含む
旅行（2週間）

特に指定して
いない

海外への
修学旅行

マレーシアへ
の研修旅行

（1週間）

北海道への
農業体験型
修学旅行

（3泊4日）

九州（鹿児島、
長崎、熊本）
への修学旅行

旅行の種類

効用の分類

1

番号

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

US Travel Association (2013). Travel Improves Education-
al Attainment & Future Success Executive Summary. 
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21～69歳の400名

調査対象者

アメリカの大学生
326名

子持ちの女性7名

日本国内の18～25
歳の男女1,700名

ルックJTBの
家族旅行客116組

372名の
バックパッカー

397名の中国人
バックパッカー

高校生242名（う
ち、海外修学旅行
の参加者120名、
非参加者122名）

4名の海外ボラン
ティア旅行者

（台湾の高校生・
大学生）

アジア、北米、欧
州の8カ国から構
成された2300名

（10～30代）

静岡県内の7校の
高校2年生
1,146名

大学1年生 26名

高校2年生 108名

高校3年生 266名
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査
手
法
で
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
採
用
し

た
文
献
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
特
定
の

効
用
を
指
定
せ
ず
に
「
あ
な
た
は
旅
行
に

よ
っ
て
ど
ん
な
能
力
が
伸
び
た
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
を
行
い
、

回
答
者
の
発
話
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
用
が
生
じ
た
の
か
を
確
か

め
て
い
た
。

な
お
、
回
答
者
本
人
の
経
験
だ
け
で
な

く
、
自
身
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
質
問
を

行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た（
表
２ 

番
号

３
）。こ
の
よ
う
に
、直
接
本
人
に
は
尋
ね

ず
に
、
他
者
の
視
点
か
ら
調
査
す
る
と
い

う
方
法
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。

若
年
時
の
旅
行
に
よ
っ
て

生
じ
る
３
つ
の
教
育
的
効
用

今
回
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
文
献
で
は
、

多
種
多
様
な
効
用
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
て
い
た
。
個
々
の
文
献
内
容
を
細
か
く

調
べ
て
い
く
と
、
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、

類
似
の
概
念
を
捉
え
て
い
る
例
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
似
た
特
徴
を
持
つ
複
数
の

グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

研
究
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議
論
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー
プ
Ａ
：
仕
事
を
す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
能
力
の
向
上

グ
ル
ー
プ
Ｂ
：
異
文
化
理
解
の
促
進

グ
ル
ー
プ
Ｃ
：
自
国
の
歴
史
文
化
に
関

す
る
理
解
の
促
進

グ
ル
ー
プ
Ａ
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
自
主
性
、
積
極
性
、
適
応
力
、
物

事
の
計
画
・
管
理
能
力
、
人
間
関
係
の
構

築
能
力
、
広
い
視
野
の
獲
得
、
責
任
感
、

ス
ト
レ
ス
管
理
能
力
、
問
題
解
決
能
力
と

い
っ
た
も
の
を
総
称
し
、「
仕
事
を
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
能
力
」
と
命
名
し
た
。

グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
Ｃ
は
、
純
粋
な
理
解
の

促
進
だ
け
で
な
く
、
意
識
・
関
心
の
向
上

や
、
学
習
意
欲
の
向
上
、
国
家
に
対
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
な
ど
を

含
む
概
念
と
し
て
整
理
し
た
。
議
論
の
過

程
で
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
Ｃ
は
相
互
の
関

連
性
が
強
い
と
い
う
見
方
も
示
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に
は
別
個
の
も
の
と
し
て
捉
え
る

こ
と
と
し
た
。
表
２
に
あ
る
よ
う
に
、
全

て
の
文
献
が
、
い
ず
れ
か
の
グ
ル
ー
プ
の

効
用
を
取
り
上
げ
て
い
た
。

今
後
の
課
題
と

効
用
研
究
の
意
義

文
献
調
査
結
果
よ
り
、国
内
外
を
問
わ

ず
、
若
年
時
の
あ
ら
ゆ
る
旅
行
に
お
い
て
、

「
仕
事
を
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
能
力

の
向
上
」「
異
文
化
理
解
の
促
進
」「
自
国

の
歴
史
文
化
に
関
す
る
理
解
の
促
進
」
の

い
ず
れ
か
の
教
育
的
な
効
用
が
生
じ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
や
は
り
、
若
い
う
ち

に
旅
行
を
す
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
言
え

そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
散
発
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
異
な
る
旅
行
の
種
類

や
性
・
年
代
別
に
よ
る
相
互
比
較
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
定

の
年
代
や
性
別
に
限
っ
て
生
じ
や
す
い

（
生
じ
に
く
い
）
効
用
が
あ
る
の
か
？ 

と

い
っ
た
疑
問
や
、「
仕
事
を
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
能
力
の
向
上
」
が
最
も
生
じ

や
す
い
（
生
じ
に
く
い
）
の
は
ど
ん
な
種

類
の
旅
行
か
？ 

と
い
っ
た
疑
問
に
対
し

て
、
現
状
で
は
明
快
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
今
後
も
多
く
の
研
究
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
で
、
包
括
的
な
理
論
構
築
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
旅
行
の
効
用
に
つ
い
て
の
研

究
を
深
め
る
こ
と
は
、
理
論
面
だ
け
で
な

く
、
実
務
面
に
も
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
と
り
わ
け
、
若
年
層
の
旅
行
需
要
喚

起
を
図
る
上
で
は
、「
旅
行
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
効
用
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
注
３
）。旅
行
中
の
経
験
そ
の
も
の
の
価
値

に
加
え
、
旅
行
に
よ
っ
て
何
が
得
ら
れ
る

の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

若
者
が
旅
行
に
行
く
可
能
性
が
広
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
と
や
ま　

ま
さ
き
）

59 観光研究レビュー◉若年時における旅行の効用に関する研究動向——教育面を中心に

（注１）2014年度に、一般社団法人日本旅行業協会（JATA）・公益財団法人日本交通公社・立教大学観
光学部は、若者旅行に関する共同研究プロジェクトを実施し、大学生とのディスカッションや米
国の事例視察といった各種調査を通じた多角的な検討を行った。なお、本稿に関連する内容は、
JATAと公益財団法人日本交通公社が中心となって実施した部分に基づく。

（注２）Stone, M.J., & Petrick, J.F.（2013）. The educational benefits of travel experiences : A literature 
review. Journal of Travel Research, 52（6）, 731-744.

（注３）観光庁（2011）若者旅行振興研究会第一期（2010年7月～2011年6月）の研究結果。
http://www.mlit.go.jp/common/000219295.pdf （2015年5月18日URL確認）
観光庁では2010～2011年度に、産学官の関係者から構成される研究会を立ち上げ、若者の旅行
振興に必要な取り組みについて検討を行った。2012年度以降は、若者旅行振興に資する優良な
取り組みを行った地域や旅行会社等に観光庁長官賞として表彰する制度の創設や、有識者が中
学～大学生に向けて旅行の意義や素晴らしさを伝える「若旅★授業」を実施している。加えて、

「若者旅行振興連絡会」を継続的に開催し、産学官の各主体による取り組み内容の情報共有
を行っている。
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